
（対象：中学生・小学校高学年でも可）例『川の水を題材にして』

水のきれいさを 薬品を使ったり指標生物を探したりして調査し、自分たちの身近な川１．ねらい
と比較することにより、環境の視点で自分なりの課題を生み出すことができる。

２．構想図
＜学校での事前学習＞

・近くの川は水が汚れて生き物が減った。汚れた原因は何だろう。
・川のどこまで行けばきれいな水になるのだろう。上流はきれいなのだろうか。
・水はどこから来るのだろう。水源を見てみたい。
・浄水場で水をきれいにしないと水は飲めないのか。わき水は飲めるのかな。

↓
川の水のきれいさ（汚れ）について調べてみよう。

水質判定の方法として「ＣＯＤ水質検査」と「水生生物調査」があることを知る。
実際に、身近な地域にある川で「ＣＯＤ水質検査 「水生生物の調査」をおこなう。」
水がわき出ている山の方（上流）に行ったら水はきれいなのだろうか。

○実際に他の地域（九重）に行って調べてみよう。

＜九重青少年の家での活動（６時間）＞

所内の沢で水のにごりや色などを調べる。
沢の周りの様子や水の冷たさ等感じたことも記録する。

↓
所内の沢で「ＣＯＤ水質検査」と「水生生物調査」をする。

自分たちの身近な地域との比較をして記録する。
↓

周辺の川（湯坪川）でも調査をしてみよう。
「ＣＯＤ水質検査」と「水生生物調査」だけでなく、川と親しむ。

↓
調査した結果や気づいたことや思ったことを記録する。

↓
特に心に残ったことや、これから調べたいことをまとめる （課題の成立へ）。
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＜学校での事後学習＞

九重青少年の家で生み出した課題についてグループや個人で追求していく。
新聞記事やホームページ等で自分の願っているような地域や場所がないかを調べる。
願いをかなえるために、自分たちができることややらなければいけないことは何かを探る。

３．期待する変容の姿
自分たちの住む地域と九重青少年の家周辺の川の水のきれいさを

比較する活動を通して、探求したこと、感じたこと、学んだことを
振り返り、自分の課題を生み出していく。そして、その課題に対し
て今後どのように関わっていくべきかを考える。また、この経験を
生かして、日常の生活の中でも課題を設定し解決しようとする。
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場所によってずいぶん水

のきれいさが違うんだな。

（水質検査から）

水のきれいさによって住

んでいる生物が違うんだな

（水生生物調査から）。

実際に川に入って活動す

るのは楽しいな。

（川に親しむ活動から）

きれいな水の川にするため

にはどうしていけばよいの

か探っていきたい

ホタルなど生き物が住む川

にするにはどうしていけば

よいのか探っていきたい

みんなが川に親しみ遊べる

川にするにはどうしていけ

ばよいのか探っていきたい


